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D 145 自作装置による布の通気性お よび空隙率の評価

－ポリエ ステルメッシ ュスクリーンを 基準として ー

鳴門教育大　　　 ○福井典代　所　康子　藤原康晴　山下伸典
大阪市大生活科学　皆川　基

［目的］織物などの空隙率の算出は、 一般にJIS 1079-1966 に準じて求められるが、 吸湿状
態や汚染状態の織物の空隙率を求めることは困難であり、 種々の検討が加えられている1)。

演者らは、 通気性測定装置を試作し、 織物の重ね厚さ（Ｌ ）を順次変えて織物表裏の圧力差
（∠1 p ）と試料布を通過した空気の流速（ｔ）を測定した。　得られた∠3 p t 2－L  t 直線の勾配

から通気性を相対的に表すことが可能であることを明らかにした2)。本報では、 自作通気
性測定装置を用い、 オープニングエリアの明らかなメッシュスクリーンの通気性と見かけ

上の空隙率（ε)の関係を求め、 メッシュスクリーンを基準として各種布の空隙率算出を試
みた。

［ 方法］通気性測定装置は、 水槽用エアーポンプを用いた送風部、 試料布固定部、 布表裏

の圧力差（∠1 p ）測定部および流速（t  )il定部から構成されている2 ）。　直径lOmn の円形の試

料布を通過するときの∠1 p および 七を測定する。 線径が等しくオープニングエリアが明ら
かな10 種のモノフイラメントメッシュスクリーンおよび15 種の布を用いて通気性を測定し
た。

［結果］いずれのメッシュスクリーンにおいても、-d p t 2とL  t は一次式で表された。 各

直線の勾配と1  ／εの間には直線で表される関係が認められた。 この式を見かけ上の空隙

率算出の検量線として用いて、 各種布の見かけ上の空隙率を算出することができた。
DA.C.Goodings:Text.Res.J.,34,713-724 （1964)など
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毛織物 の反射光分布曲線におけるたて糸とよこ糸の寄与

文化女大　 家政　　 ○成瀬　 信子　　 木谷　 紫

目的　 織物の二次元反射特性は 、光の入射方向の織糸の色と糸のうねり状態 に大きく 影

響される 。そこで織糸のたて糸とよこ糸の色を組み合わせて 、組織を変え、た て糸方向と

よこ糸方向に沿って光を入射した場合の反射特性から、光の入射方向と平行な 織糸と 垂直

な方向の織糸の二次元反射光分布曲線への寄与を調べた。

方法　 白、黒 、赤 、青 、黄、緑系の６色に先染め した２／６０の太さ の毛 織糸で 、組織

を変えた織物を試験布とした。光の入射方向を変え、垂直偏光と平行偏光時の二 次元反 射

光分布曲線を求めた。光の入射方向の織糸を同色にし 、垂直な方向の織糸の色を 種種変え

た時の二次元反射光分布曲線の平行度と一次表面反射光と’拡散光 の割合 を求め 、たて 糸と

よこ 糸の反射特性に対する寄与 につい で検討し た。

結果　1  . 明度の高い 織糸よ り、明 度の低い織糸の方 が、光 の入 射方向を変 えると 、一

次表面反射光／拡散光の割合の変化 が大 きい2 光 の入 射方向 の織糸を同じ色にして 、

垂直方向の織糸の色を変 えた場合 、明 度の高い 織糸が垂直方向に 使ってある方が 、たて糸

とよこ 糸に 同じ 色を用いている時 の二 次元反 射光分布曲線 の平行 度が大きい。3  . 織糸の

うきの方向 性が大 きい 組織では-     1  、2  、の 傾向は光の入射方向に垂直な織糸のうきが大

きい場合に差が大 きい 。4 、従って 、測色条 件による色差は明度 、彩度より色相の差が大

きい 。
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